
影響の可能性が指摘されている外来生物（哺乳類・鳥類）の例（未定稿） 

 
 生態系、人の生命・身体及び農林水産業に係る影響の可能性が指摘されている外

来生物について、平成１４年８月の「移入種（外来種）への対応方針」に掲載された

資料をもとに、「外来種ハンドブック（2002 生態学会編）」など最近の文献や海外

での情報等を踏まえ、再整理したものである。 

本資料は、今後の特定外来生物等の選定に当たっての便宜に資するため、検討のた

めの素材として粗い精度の情報をとりまとめたものである。 



影響の可能性が指摘されている外来生物（哺乳類）

目 名 科 名 和　名 学　名
生態系に係る影響 人の生命・

身体に係る
影響

農林水産業
に係る影響

備考
捕食

競合・
駆逐

環境等
の攪乱

遺伝的
な攪乱

ﾓｸﾞﾗ ﾊﾘﾈｽﾞﾐ ﾅﾐﾊﾘﾈｽﾞﾐ Erinaceus europaeus ■

ｻﾙ ｵﾅｶﾞｻﾞﾙ ﾀｲﾜﾝｻﾞﾙ Macaca cyclopis ■ ■ ■ ①
ｶﾆｸｲｻﾞﾙ Macaca fascicularis □ □ □ ②　　太平洋島嶼国などで問題
ｱｶｹﾞｻﾞﾙ Macaca mulatta ■ ■ ■

ｵﾏｷｻﾞﾙ ﾘｽｻﾞﾙ Saimiri sciureus ■ ■
ﾈｽﾞﾐ ﾘｽ ｷﾀﾘｽ Sciurus vulgaris ■ 国内に亜種（ｴｿﾞﾘｽ）が生息

ﾄｳﾌﾞﾊｲｲﾛリス Sciurus carolinensis □ ②　　ﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国などで問題
ﾀｲﾜﾝﾘｽ Callosciurus erythraeus thaiwanensis ■ ｸﾘﾊﾗﾘｽの亜種

ﾁｮｳｾﾝｼﾏﾘｽ Tamias sibiricus barberi ■ ■
国内に亜種（ｴｿﾞｼﾏﾘｽ）が生息
複数亜種が定着の可能性あり

ﾈｽﾞﾐ ﾏｽｸﾗｯﾄ Ondatra zibethicus ■ ■
ﾅﾝﾖｳﾈｽﾞﾐ Rattus exulans ■ ■ ■

ﾇ-ﾄﾘｱ ﾇ-ﾄﾘｱ Myocastor coypus ■ ■ ①②

ﾈｺ ｱﾗｲｸﾞﾏ ｱﾗｲｸﾞﾏ Procyon lotor ■ ■ ■
①　　別種ｶﾆｸｲｱﾗｲｸﾞﾏが輸入さ
れた可能性もあり

ｲﾀﾁ ﾌｪﾚｯﾄ Mustela furo ■ ■
ﾁｮｳｾﾝｲﾀﾁ Mustela sibirica ■ ■ ①
ﾐﾝｸ Mustela vison ■ ■

ｼﾞｬｺｳﾈｺ ｼﾞｬﾜﾏﾝｸﾞ-ｽ Herpestes javanicus ■ ■ ■ ①②
ｳｼ ｼｶ ｷｮﾝ Muntiacus reevesi ■ ■

ｱｶｼｶ　 Cervus elaphus □ □ ②　　ｲｷﾞﾘｽでﾆﾎﾝｼﾞｶと交雑

ｶﾝｶﾞﾙｰ ｸｽｸｽ ﾌｸﾛｷﾞﾂﾈ Trichosurus vulpecula □ □ □ □ □ ②　　ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞで問題
■　国内で生態系等に影響を与えるおそれについて文献等で指摘
のあるもの。
□　海外の文献等で生態系等に影響を与えるおそれについて指摘
があるもの。

①：日本Worst100
②：世界Worst100

影響の可能性が指摘されている外来生物（鳥類）

目 名 科 名 和　名 学　名
生態系に係る影響 人の生命・

身体に係る
影響

農林水産業
に係る影響

備考
捕食

競合・
駆逐

環境等
の攪乱

遺伝的
な攪乱

ｶﾓ ｶﾓ ｺﾌﾞﾊｸﾁｮｳ Cygnus olor ■

ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｳﾗｲｷｼﾞ Phasianus colchicus karpowi ■ ■ ①
ｲﾝﾄﾞｸｼﾞｬｸ Pavo cristatus ■

ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) Columba livia ■ ①
ｲﾝｺ ｲﾝｺ ﾎﾝｾｲｲﾝｺ Psittacula krameri ■ 亜種ﾜｶｹﾎﾝｾｲｲﾝｺを含む



ｽｽﾞﾒ ﾋﾖﾄﾞﾘ ｼﾛｶﾞｼﾗ Pycnonotus sinensis ■ ■ ①　　自然移入の可能性あり
ｼﾘｱｶﾋﾖﾄﾞﾘ Pycnonotus cafer □ □ ②

ﾁﾒﾄﾞﾘ ｶﾞﾋﾞﾁｮｳ Garrulax canorus ■ ①
ｿｳｼﾁｮｳ Leiothrix lutea ■ ①

ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾎｳｺｳﾁｮｳ Estrilda melpoda □

ﾑｸﾄﾞﾘ ｲﾝﾄﾞﾊｯｶ Acridotheres tristis □ □ ②
■　国内で生態系等に影響を与えるおそれについて文献等で指摘
のあるもの。
□　海外の文献等で生態系等に影響を与えるおそれについて指摘
があるもの。

①：日本Worst100
②：世界Worst100
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